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長期継続多読授業の効果と実践上の工夫	 
 

１．英文多読の成否要因（豊田高専の授業実践から分かったこと）	 

１）読書量（100 万語）	 

多読で成果を上げるには一定量の読書量が不可欠です。必要な読書量は、英語運用能力の目標水準だ

けでなく、学習者の英語学習歴（および、人生経験）にも依存すると思われるため、各教育現場で見

積もる必要がありますが、多読による英語運用能力の変化を外部試験で確認するためには、高校生で

は ACEで 40万語程度、TOEICで 60〜100万語程度の読書量が必要と推定しています。 
英語を苦手としていた高専生（下図、2003 年度）の場合、高専１年（TOEIC300 点以下と推定）で
多読を始めた学生が、4 年間で TOEIC 平均 400 点に達するには、通常の英語授業に加えて、のべ
90 万語程度の読書量が必要でした（下図、2014 年度）。４年間６単位（１単位：週１回 45 分×30
週）の多読授業に加え、図書館の蔵書を利用した課外の読書を推奨しています。 
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学生の TOEIC得点（多読前：2003年度） （多読授業 6単位追加後：2014年度） 

E科：豊田高専電気•電子システム工学科 
 
さらに多読授業を継続した高専学生は、卒業までの５年間で過半数が 100万語を読破し、TOEIC平
均も 450 点以上になり、また、専攻科も含めて７年間多読を継続した学生は、ほぼ全員が 100 万語
以上を読破するようになり、通常の英語授業が少なくなったにもかかわらず、TOEIC平均が 570点
程度に伸びています。 
 
２）英文のやさしさ（YL3 以下）	 

多読の失敗の多くは、英文レベルの選択

ミスが原因です。欧州人向けに設定された英

文レベル（右図実線）は、日本人には難しす

ぎます。例えば OBW1（Oxford	 Bookworms	 Stage	 

1）は、欧州人向けでは TOEIC	 250 点の学習

者（中学 3 年生？）への推薦図書となります

が、豊田高専の多読クラスでは、TOEIC	 400

〜550点の学生でないと楽しんで読めていま

せん。400 点未満の学生では、英文を一文ず

つ和訳しないと意味を把握できず、楽しめないのです。	 
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不幸なことに、EPER レベルは一文ずつ和訳して読むことのできるレベルと一致するため、（和訳

せずに読む 100 万語）英文多読が、（数万語の？）英文和訳と混同される一因になっています。大手

書店の洋書売り場で図書推薦に使われる TOEIC 得点表示も要注意です。サラサラ読めるやさしい英文

を読むよう指導することが大切です。	 

我々は、高校生以上の学習者を対象に、YL1.0 以下の ORT 等の絵本で 10 万語、YL2.0 以下の GR
を中心に50万語、YL3.0以下のGRと児童書で100万語を読むよう導くことを標準と考えています。 
	 

３）教員の役割	 

多読プログラムにおける教員の役割は、学習者が継続的に英文を読み、結果として多くの英文を読み、

できれば英文読書に楽しむよう、環境整備することです。まずは、おしゃべりで読書が邪魔されない

ようにします。居眠りも当人以外への悪影響はないものの、読書は進みません。また、教員の説明、

解説も、学習者の読書時間を奪っている可能性に目を向ける必要があるでしょう。授業時間外にも学

習者が読むように習慣付けることも目指したいものです。	 

そのためには、教員自身が多読用図書を読んでいる必要があります。その理由は次の通りです。	 

多読の初学者が、英文読書に入り込めない大きな要因として、英文和訳の影響があります。前節で述

べたように、日本人学習者は、英文を直接読むことはできないものの、和訳すれば理解できるレベル

の英文を適切と誤解し、読もうとする傾向があります。この読み方では、翻訳と理解を同時に行うた

め、また、理解より翻訳に注意が集中して物語の内容を楽しむ余裕がないため、短時間で疲れてしま

います。これを避けるためには、よりやさしい英文で書かれた図書を紹介し、学習者を導く必要があ

りますが、その際、教員が図書の内容（どこが面白い、何が好き等、物語についての主観的な意見）

を語ることができないと、説得力が落ちてしまうのです。	 

また、多読は「読書」なので、ストーリーの分かりきった本を繰り返し読むことや、つまらない本を

無理やり読むことは苦痛になります。好みのジャンルが個々人でばらつくことに加え、学生は英文レ

ベルが高くなると理解度が急激に低下するので、やさしくて（できれば）面白い本を大量に確保する

必要があります。過去の多読指導実践で評判の良い定番の図書を広く収集するとともに、常に新しい

作品を開拓することも教員の役割でしょう。	 

	 

２．実践上の工夫  
１）多読授業の長期継続	 

学習者の過半数が 100 万語を読破するプログラムを構築するには長期継続が必要で、豊田高専のプロ

グラムでは約 5 年以上の継続授業が必要でした。社会人学習者のように、より強く動機付けされた学

習者なら、より短期間での読破も可能ですが、その際は、彼らが英文レベルの高すぎる本を無理して

読むことがないよう、各学習者が読む英文レベルの適切さに注意を向ける必要があります。	 

単一の教育機関の多読授業で長期継続が難しい場合は、機関の連携により継続プログラムを構築する

ことも考えてみてはいかがでしょう。	 

	 

２）停滞期を乗り切る	 

多読授業入門期は学習者の満足度も高いのですが、多くは 100万語前に停滞期を迎え（表２）、この
時期に学習者の自己評価が低くなる傾向があります。ただし、この期間に（TOEICで測定できる）英
語運用能力がステップアップする学習者も多いため、なるべく多くの学習者がこの時期を通過できるよう

プログラムを組みたいものです。 
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３）Reading 試験	 

読書量を増やそう、または、早く内容の濃い物語を読みたいとの焦りから、理解度の低いまま読み続

けてしまう失敗例が散見されます。特に真面目な学生がこの状況に陥りやすく、彼らの読書ペースが

クラスメートを超えることに目を奪われ、よりやさしい英文を読むようにとの指導を怠りがちになり

やすいのも事実です。そこで、我々は、年１〜２回は Reading 試験を行い、内容を理解しながら読
めているかを確認するようにしています。Reading試験は、3千語以上の初見英文を選び、分速 100
語で設定した時間制限読ませ、日本語で書かれた設問に日本語で答えさせています（表１）。 

 
表１	 Reading 試験の水準（H27 シラバスより）	 

学年	 多読授業	 YL	 英文長	 基本語彙	 英文例	 

専攻科 2 年	 9 単位目	 4.2	 9,000 語	 1,400〜1,900 語	 OBW4	 

専攻科 1 年	 8 単位目	 3.6	 7,500 語	 1,300〜1,400 語	 CER3	 

5 年	 7 単位目	 3.2	 6,000 語	 1,000〜1,200 語	 PGR3,	 OBW3	 

4 年	 6 単位目	 2.6	 5,000 語	 600〜700 語	 OBW2,	 CER2	 

3 年	 5 単位目	 2.2	 4,500 語	 400〜600 語	 PGR2	 

2 年	 3 単位目	 1.2	 3,000 語	 300〜400 語	 MMR2	 

1 年	 1 単位目	 実施せず	 

初見英文の読解、設問と回答は日本語、制限時間は 100 語/分で設定	 

 
４）朗読 CD の活用	 

絵本の多読では使いにくいかもしれませんが、GR を用いた多読の初期（読書量 10〜50 万語）には、

朗読 CD を用いた聴き読み（朗読を聴きながらテキストを読む）、または、シンクロリーディング（さ

らに、朗読に合わせて音読する）が有効です。聴き読みでは、読書速度は朗読のペースですが、内容

理解はテキストからです。朗読音声から内容を聞き取る必要はありません。この聴き読みの 大の目

的は、和訳防止です。朗読のペースで読んでいくので、戻り読みはできず、構文分析の余裕もありま

せん。真面目に英語を学んできた学習者ほど、英文を見ると、すぐに和訳してしまうクセがあります

が、これを矯正できます。聴き読みに慣れてくると、朗読があった方が読みやすいと感じるようにな

ります。	 

ただし、長年聴き読みをしていると、読書量 100 万語近くなると、例えば CER2 は朗読がないと読み

表２	 読書量による学生の変化（標準的な高専生） 

 入門期 停滞期 充実期 
読書量 0〜30万語 30〜100万語 100〜300万語 
YL max. 0.3〜1.5 1.5〜3.0 3.0〜5.0 
YL 楽 0.1〜1.0 1.0〜2.0 2.0〜3.5 
感覚  英文で本が読める 

（新鮮） 

 やさしい本は詰らない 
 読みたい本は読めない 
（マンネリ） 

そこそこ読める／ 
読みたい本も（将来は）読めそ

う 
TOEIC  変化なし（350点未満） 

 TOEICでは測定不可 
 ある時点で上昇し始め、 
 100万語で 400〜450点へ 

直線的に増加 
（50〜150点／100万語） 

 300万語までに 600点 
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にくいと感じるようにもなります。テキストよりも朗読から内容を理解するように変化してきたもの

と考えられます。このような学習者には、聴き読みを卒業し、（音無し）リーディングと、リスニン

グ（リーディングより YL を 2 レベル落とした教材を、テキストなしで聞いて理解する）の組み合わ

せに移行するよう指導します。	 

	 

５）図書館の活用	 

限られた授業時間内のみの多読で、必要な読書量を積み上げるのは難しいと思います。なるべく多く

の学習者に時間外多読をしてもらえるよう図書館に多読用図書を導入してもらいましょう。地域の公

立図書館とも連携して、社会人の多読実践者・理解者を増やすと、地域で多読を楽しむ雰囲気を作る

こともできるでしょう。	 

	 

３．よくある質問と回答  
Q1	 多読で他のスキル（聴・話・書）も伸びるか？	 

A1	 英語の音やリズムに慣れているなら、多読だけでリスニング能力も向上します。また、豊田高専

の専攻科生（多読 100 万語以上）では、フリーライティング、ブックトークを授業内に無理なく行え

ていますので、多読がこれらのスキルの基盤になっていると考えています。	 

	 

Q2	 通常の英語の授業との関係は？	 

A2	 文法、語彙学習を含め、多くの学習活動は、多読と相乗効果があるように感じます。同じ 100 万

語を読んだ学生でも、本科２年生より、（４歳年上で、通常の英語学習量が多い）専攻科１年生の方

が TOEIC 得点も高く、より少ない読書量で例えば TOEIC400 点を取得できているからです。その意味

では、高校生よりも大学生の方が、より少ない読書量で効果を期待できるのではと推定します。	 

ただし、英文和訳、特に、構文分析に基づき英文を一文一文日本語に訳していく活動は、多読と干渉

します。少なくとも、両者は別活動なので、頭を切り替えるよう学習者に伝える必要があります。	 

	 

Q3	 留学との関係	 

A3 長期留学（滞在期間 10 ヶ月）の準備、お

よび、帰国後の英語力保持に、60 万〜100 万

語程度以上の多読が有効であることも分か

ってきました。例えば、英語圏留学者を３群

に分けた結果を見ると、60 万語以上読んで

から留学した学生は、それ以外の学生に比べ

て帰国直後のTOEIC得点が100点高くなって

います（右図、詳しくは、P6 終行の文献

を参照ください）。	 

多読と留学体験は（英語を使うという点にお

いて）類似の活動であり、代替、接続可能だと考え

られます。また、短期留学（滞在期間 3 ヶ月未満）

を学習動機付けとして、事前、事後学習に多読を取り入れるのも有効ではないかと考えています。	 
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留学前の多読授業の影響	 

（2005〜2012 年度英語圏留学経験者）	 
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４．英語多読関連のイベント（東海地区）  
市民向け入門講座（多読用図書コーナーを持つ図書館での開催）	 

11月	 28日（土）14:00〜15:30	 「はじめての英語多読」名古屋市千種図書館	 

	 30名（愛知県内在住、在勤、在学の方）	 	 申込先：名古屋市千種図書館（TEL:	 052-781-7431）	 

	 

12月	 29日（日）14:00〜16:00	 「図書館で英語多読を始めよう」県生涯学習センター（県立図書館2F）	 

	 30名	 	 申込先：三重県立図書館（TEL:	 059-233-1180,	 e-mail:	 research@library.pef.mie.jp）	 

	 

	 1月	 16日（土）14:00〜16:00	 一宮市立中央図書館「レベルアップ講座」	 

	 40 名（市内在住・在勤・在学で入門講座受講経験者、レベルアップを図りたい方）	 	 

	 	 申込先：12 月 1 日〜10 日	 中央図書館他市内各図書館窓口にて（電話不可）	 

	 

	 1 月 10 日（日）13:00〜15:00	 「英語に親しもう、英文多読講座」	 

	 ＆	 1 月 31 日（日）10:00〜12:00	 「フォローアップ講座」各務原中央図書館	 

	 

多読実践者の交流会	 

12 月 12 日（土）、1 月 9 日（土）、2 月 6 日（土）いずれも、13:00〜14:30	 豊田高専図書館	 

豊田多読クラブ月例会（事前申込み不要）：多読用図書、多読に役立つ情報の相互紹介、他	 

問合せ先：	 西澤まで	 

	 

授業見学	 

豊田高専の多読授業（毎週木、金に、図書館で行っています。今年度は 1 月末まで）を見学いただく

こともできます。	 

問合せ先：	 西澤まで	 

	 

５．英語多読の参考図書  
読む本を選ぶのに、役に立つのは、 
１）「大人のための英語多読入門」佐藤まりあ、コスモピア 
２）「今日から読みます	 英語 100万語」古川昭夫＆河手真理子、日本実業出版社 
読書を継続するのに役に立つのは、 
３）「１００万語多読入門」古川昭夫、コスモピア 
４）「読書記録手帳」SSS英語学習法研究会、コスモピア 
 学習記録をつけるのもよいです 
５）「めざせ 1000万語！英語多読完全ブックガイド」古川昭夫＆神田みなみ他、コスモピア 
 YL、語数を調べるなら、この本 
１００万語多読の考え方を知るには、 
６）「快読１００万語！ペーパーバックへの道」酒井邦秀、ちくま学芸文庫 
７）「英語多読法」古川昭夫、小学館１０１文庫 
英語教育や、生涯教育に果たす図書館の役割に興味のある方には 
８）「英語多読・多聴指導マニュアル」高瀬敦子、大修館書店	 

	 今秋、第２刷が出版されました（書店によっては第１刷と第２刷が混在しているので、注意）	 

９）「図書館多読への招待」酒井邦秀＆西澤一、日本図書館協会	 が参考になります。 
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また、雑誌とインターネットサイトとして 
10）「多聴多読マガジン」コスモピア（隔月刊） 

2014年 9月号別冊「英語の多読 前線」に、府中第一小学校、豊田高専の実践例紹介あり 
12）SSS英語多読研究会 HP（http://www.seg.co.jp/sss/）掲示板／書評システム 
13）NPO他言語多読 HP (http://tadoku.org/)  
14）豊田高専 HP (http://www.toyota-ct.ac.jp/)	 公開講座の案内／多読セミナー予定 
 
15）日本多読学会 HP（http://jera-tadoku.jp） 
	 紀要（第 4, 6, 7, 8号の速報版）、21本の授業報告・資料・論文をご覧いただけます 
 
16）「英語で多読」HP 豊田高専の実践報告	 (http://www.ee.toyota-ct.ac.jp/er_english.php) 	  
	 	 同ページ掲載の実践報告リスト	 

• 「理系クラスでの多読授業」	 著者：吉岡・西澤、英語教育2004年2月号掲載	 

• 「苦手意識を自信に変える、英語多読授業の効果」：西澤・吉岡・伊藤、2006年8月	 高専教育教員研究集会	 

• 「英語多読を通じた図書館の授業支援と地域貢献」：西澤・吉岡・伊藤、2007年	 8月高専教育教員研究集会	 

• 英語多読における多読語数と英語運用能力向上効果との関係」：伊藤・長岡、2008年	 8月高専教育教員研究集会	 

• 「学校を越えて英語多読学習を支援するWeb読書記録手帳と自動図書推薦システムの開発」：吉岡・深田、2008年	 	 

• 豊田高専における英語多読授業の成果と課題」：西澤・吉岡・伊藤・深田・長岡、2008年8月日本多読学会WS	 

• H20教育GP選定プログラムの「多読・多聴による英語教育の全学展開」紹介	 (PDF)	 

• H21年3月7,8日：多読・多聴授業研究会@豊田高専	 (PDF)	 

• H21年8月21-23日：教育GP多読中間報告会	 &多読学会@豊田高専	 

• H20教育GPプログラム「多読・多聴による英語教育の全学展開」	 （ 終報告書、全64ページ）	 

• 科研費「多読・多聴による自律的英語学習指導法の研究」成果報告書	 (1)	 (2)	 

• 「工学系学生の苦手意識を克服し自律学習へ導く英語多読授業」工学教育	 58-3	 pp.12-17	 (PDF	 )	 

• 「豊田高専英語教育の特長、英語体験としての交換留学と多読授業」日本高専学会誌	 15-2	 pp.9-14	 (	 PDF	 )	 

• 「英語多読が効果を上げるしくみと多読授業の成否要因に関する一考察」工学教育	 59-4	 pp.66-71	 (	 PDF	 )	 

• 「国際交流活動と英語多読による工学系学生の英語運用能力改善」工学教育	 61-1	 pp.147-152	 (	 PDF	 )	 


